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漸
く
注
頃
に
至
り
吾
人
の
手
許
に
来
れ
リ
、
今
本
書
の
附
銭
芯
し
て
登
載
ぜ
ら
る
』
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数
十
年
以
来
吾
人
は
古
典
汲
経
済
亭
者
に
反
し
て
経
済
率
を
歴
史
的
立
場
よ
り
取
扱
ひ
っ
、
あ
り
。
さ
れ
ざ
歴
史
的
経
済
率
一
淑
自
ら
古
典
経
済
亭
の
観
察
法
に
纏
は
れ
る
少
な
か
ら
ぬ
謬
想
を
踏
襲
せ
る
も
の
、
如
し
。
古
典
経
済
亭
は
個
々
人
よ
り
却
、
個
々
人
の
慾
望
さ
之
が
充
足
を
目
的
ざ
す
る
活
動
よ
り
出
後
せ
り
。
乃
ち
個
々
人
は
彼
等
の
目
し
て
経
済
単
位
さ
な
す
所
な
り
き
o
歴
史
撃
波
の
観
察
法
が
白
僚
の
結
に
於
て
如
何
に
古
典
準
一
以
の
夫
ご
異
な
れ
り
ご
は
一
式
へ
此
結
に
於
て
は
歴
史
亭
涙
は
査
末
も
鈍
班
点
γ
る
所
な
し
。
彼
等
は
賓
際
生
活
に
於
て
終
済
単
位
は
果
し
て
何
ぞ
や
而
て
時
勢
の
推
移
の
中
如
何
の
縫
濯
を
結
局
し
た
る
や
の
問
を
挺
し
た
る
こ
さ
な
し
。
現
在
過
去
の
経
済
現
象
に
闘
し
少
な
か
ら
ぬ
謬
想
は
之
に
関
連
し
て
生
守
る
の
観
ゐ
b
o
以
下
之
に
関
す
る
予
の
見
解
を
開
陳
す
る
に
就
て
は
質
は
臨
時
賭
す
る
所
あ
り
た
り
。
比
問
題
解
決
の
ゑ
に
は
一
論
文
に
て
足
ら
十
恐
〈
一
大
著
書
を
必
要
ざ
す
べ
し
。
然
れ
ー
と
も
之
れ
に
つ
き
予
の
一
一
一
一
口
ふ
べ
き
こ
さ
の
資
本
主
義
及
業
後
展
を
了
解
す
る
に
蛍
り
緊
要
な
る
遂
に
予
を
し
て
幾
多
山
批
難
に
遭
遇
す
る
の
危
険
を
賭
し
で
も
経
済
阜
位
の
概
念
さ
並
(
麓
題
三
三
七
商
業
さ
経
官
加
三
三
八
滋
に
表
白
せ
ざ
る
能
は
ぎ
る
を
戚
悲
し
め
た
り
。
.
予
が
本
論
を
草
す
る
は
従
来
十
分
な
る
注
目
を
梯
は
れ
ぎ
る
の
憾
あ
り
し
所
を
少
し
く
指
摘
し
以
て
之
に
下
さ
る
ぺ
き
批
評
じ
由
て
啓
愛
せ
ん
さ
す
る
外
他
意
あ
ら
ゴ
る
な
b
o
先
づ
、
第
一
に
概
念
に
つ
き
数
言
せ
む
O
経
済
草
位
は
個
々
人
ご
同
一
な
ら
歩
。
過
去
は
一
式
ふ
ま
で
も
な
く
現
在
倫
然
ら
ざ
る
な
り
び
一
例
ざ
し
て
一
夫
一
婦
及
倫
準
齢
に
あ
る
数
人
の
子
よ
り
成
る
今
日
の
家
族
を
ご
ら
む
。
予
は
設
に
妻
は
如
何
な
る
範
囲
に
於
て
夫
ど
な
ら
ん
で
溺
立
の
経
済
車
位
な
る
や
の
問
を
不
問
に
附
す
ペ
し
J
民
法
に
よ
る
に
妻
は
自
ら
嵐
得
し
た
る
物
に
つ
き
底
分
権
を
有
す
る
も
之
が
立
(
正
蛍
な
る
慾
望
を
充
す
に
足
ら
ぎ
る
時
又
夫
は
妻
を
扶
養
せ
ぎ
る
べ
か
ら
や
J
。
而
て
率
一
室
に
至
つ
て
は
如
何
な
る
場
合
も
向
未
だ
経
済
単
位
に
あ
ら
歩
。
勿
論
彼
等
も
肉
健
的
に
は
自
己
の
慾
望
を
有
す
さ
れ
ざ
経
済
上
彼
等
の
慾
望
.
は
其
家
族
の
慾
望
な
り
、
原
則
ざ
し
て
倫
彼
等
は
歳
得
を
な
さ
子
。
或
は
之
を
結
局
す
も
其
生
計
に
は
不
足
に
し
て
家
族
の
鼠
得
す
る
所
の
恩
恵
に
溶
す
る
も
の
な
b
。
彼
等
は
未
だ
所
有
物
を
有
せ
子
家
族
の
所
有
物
を
共
に
享
有
す
る
の
み
。
而
て
彼
等
が
彪
罰
さ
る
ぺ
き
行
匁
を
潟
す
時
之
に
責
任
あ
る
は
自
己
に
あ
ら
守
し
て
其
父
な
り
。
設
に
於
て
か
個
々
人
必
し
も
経
済
車
位
に
あ
ら
ぎ
る
な
b
。
さ
れ
ぎ
多
数
人
和
集
て
一
経
済
車
位
を
成
し
得
る
こ
さ
あ
り
、
主
股
ざ
す
る
所
は
彼
等
の
慾
望
充
足
を
目
的
ご
す
る
、
活
動
が
共
通
の
計
算
の
下
に
行
は
れ
此
活
動
の
結
果
が
経
済
に
属
す
る
個
々
人
に
釣
し
其
労
作
の
標
準
に
よ
ら
や
し
て
他
の
者
の
認
め
て
正
嘗
さ
な
す
慾
望
の
標
準
に
由
て
競
麗
す
る
こ
さ
従
て
多
数
人
の
各
々
は
各
人
の
正
嘗
な
る
慾
望
じ
っ
き
業
会
経
済
的
労
作
を
以
て
責
任
あ
る
こ
さ
に
存
す
。
由
是
観
之
、
経
済
単
位
の
特
質
は
経
済
行
局
局
、
鼠
得
、
鼠
待
の
本
源
た
る
慾
求
、
財
産
、
責
任
、
こ
れ
等
す
べ
て
の
統
一
之
な
b
O
か
〉
る
統
一
の
存
す
る
所
、
茶
の
存
す
る
範
囲
に
於
て
多
数
φ
個
々
人
の
み
な
ら
宇
多
数
の
個
々
家
族
、
否
、
或
は
多
数
の
氏
族
の
g
各
]
2
E
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0仏・∞一勺℃
g
及
多
数
の
種
族
ω
S
B
B
O
相
令
し
て
一
の
経
済
摩
位
を
成
す
。
原
始
的
の
経
済
車
位
は
所
謂
大
家
族
92ω
伊
豆
一
一
。
な
り
き
。
大
家
族
ご
は
み
古
貝
唯
一
の
家
擦
に
服
せ
る
家
族
共
産
佳
民
主
ω
向。
5
0一口
ω
の
『
与
を
意
味
す
。
系
統
上
、
血
族
者
よ
り
成
立
す
。
さ
れ
ざ
之
に
以
倫
非
血
族
者
に
し
て
自
白
人
ピ
否
さ
を
問
は
十
家
族
共
産
陸
に
編
入
せ
ら
れ
た
る
者
を
も
包
括
す
。
決
定
的
要
素
は
唯
一
同
一
の
家
擦
に
服
す
る
黙
に
在
b
J
J
次
で
家
族
共
産
幽
胞
の
上
に
は
氏
族
、
氏
族
の
上
に
は
種
族
、
種
族
の
上
に
は
終
じ
民
族
〈
o
F
が
一
定
目
的
の
須
の
包
括
的
経
済
単
位
ご
し
て
溺
翼
を
張
る
、
印
す
一
ぺ
で
が
慾
望
、
慾
望
の
潟
の
鼠
得
ご
所
有
の
統
一
、
及
責
任
の
統
一
に
由
て
一
の
権
威
郎
各
人
に
其
分
を
得
せ
し
む
る
一
の
権
威
の
下
に
統
合
せ
ら
る
、
な
り
O
民
族
が
単
位
ぜ
し
て
地
域
を
占
有
す
る
や
進
ん
で
此
地
域
を
種
族
聞
に
分
割
す
る
じ
至
る
、
則
自
己
に
割
世
田
ら
れ
た
る
地
域
を
他
種
族
を
排
除
し
て
濁
立
経
済
単
位
ご
し
て
保
持
す
る
じ
至
り
次
で
氏
族
図
躍
の
の
ωの
『
庁
舎
z
m
g
o
ω
ω
0
5。
zh
R
ロ
は
穏
族
領
域
内
の
一
定
の
マ
Y
ク
に
占
披
し
進
ん
で
マ
Y
ク
の
各
部
分
に
つ
き
家
族
共
産
睦
の
特
殊
財
産
を
認
む
る
に
至
り
、
目
疋
よ
ム
リ
叉
夫
婦
さ
英
子
の
み
よ
り
成
る
所
の
個
々
家
族
に
此
財
産
の
分
割
?
な
し
更
に
此
家
族
の
各
員
を
以
て
今
日
の
法
律
上
或
関
係
に
於
て
濁
立
の
経
済
単
位
戸
認
な
る
時
勢
を
来
せ
る
も
の
な
り
。
然
れ
♂
こ
も
進
化
の
道
程
は
一
管
に
包
括
的
経
済
単
位
よ
り
漸
次
個
人
へ
の
崩
壊
、
過
程
を
示
す
に
止
ら
子
。
叉
一
経
栂
早
位
の
概
念
守
」
並
戸
時
世
恋
三
三
九
商
業
さ
経
済
三
四
O
方
家
族
共
産
睦
の
原
始
的
経
済
草
位
が
グ
y
y
ド
ヘ
y
v
ャ
フ
ト
の
自
然
的
強
大
さ
他
方
、
原
始
的
自
然
的
経
済
単
位
の
人
工
的
補
成
を
示
す
。
彼
の
抜
大
は
従
属
者
多
数
ケ
包
擁
す
る
家
族
共
産
健
に
て
之
を
見
る
。
特
-
し
家
畜
の
特
殊
財
産
次
で
は
土
地
の
特
殊
財
産
が
成
立
し
て
後
吾
人
は
一
管
じ
血
族
者
の
み
な
ら
中
非
血
族
者
が
家
長
よ
り
家
主
同
後
年
に
及
ん
で
は
土
地
を
借
り
て
官
有
な
る
家
族
共
産
睦
の
主
長
に
従
属
せ
る
を
見
る
o
家
畜
主
50r日
目
立
後
に
じ
地
主
P
E
S
R円
が
茶
従
属
者
的
自
白
人
及
奴
隷
に
一
謝
す
る
事
恰
も
家
長
が
主
家
権
に
服
せ
る
者
に
謝
す
る
が
如
し
。
英
機
力
は
抜
大
さ
れ
た
る
家
権
な
り
、
彼
に
服
従
せ
る
者
の
慾
望
は
凡
て
彼
の
慾
望
た
り
而
て
彼
の
慾
望
日
仏
彼
等
の
慾
望
た
る
な
り
且
彼
の
桜
カ
は
彼
等
各
々
の
分
奥
を
定
な
る
も
の
な
り
。
他
方
移
住
が
行
は
れ
て
後
血
族
関
係
、
ω帯
が
近
隣
関
係
の
帯
司
い
よ
り
補
は
れ
た
る
所
に
て
は
一
冗
の
氏
族
国
睦
に
代
っ
て
マ
Y
ク
固
睦
及
村
落
図
睦
並
に
都
市
後
生
す
る
に
至
れ
L
リ
而
・
て
家
族
共
産
踏
の
桔
か
十
分
な
ら
ぎ
る
所
に
て
は
人
結
局
的
な
る
納
成
を
成
し
其
組
織
を
目
的
に
適
応
せ
し
め
て
設
に
プ
y
ュ
1
デ
Y
ジ
ャ
ブ
ト
及
ギ
Y
V
後
生
せ
り
J
前
の
集
合
生
活
を
枚
嫁
ご
す
る
図
陸
も
亦
此
プ
y
ュ
l
デ
Y
ジ
ャ
ブ
ト
も
慾
望
の
統
一
及
慾
求
満
足
を
な
す
行
結
局
三
慾
求
満
足
じ
供
せ
ら
る
、
財
産
の
統
一
さ
並
に
責
任
の
統
一
に
由
て
統
合
せ
ら
れ
あ
る
も
の
な
り
Q
さ
れ
ざ
此
板
、
大
さ
術
成
さ
相
件
ふ
て
個
々
人
へ
の
崩
壊
現
象
は
其
歩
調
を
進
め
遂
に
個
々
人
互
に
濁
立
の
経
済
車
位
ご
し
て
謝
立
す
る
に
至
る
つ
往
時
の
経
済
草
位
が
比
の
如
く
崩
壊
し
行
く
一
方
に
は
一
共
同
の
領
域
に
住
す
る
凡
て
の
者
の
上
に
一
新
濁
立
の
経
済
単
位
勃
興
し
来
る
あ
り
。
印
ち
多
く
は
家
族
共
産
能
の
進
化
し
て
成
れ
る
グ
y
y
v
へ
Y
ジ
ャ
ブ
ト
の
一
が
他
の
家
族
共
産
能
他
の
グ
y
y
ド
へ
Y
ジ
ャ
ブ
ト
並
に
ギ
y
v
及
都
市
を
服
従
せ
し
む
る
に
至
る
、
岡
家
印
ち
之
な
り
。
岡
家
は
彼
の
往
時
の
共
産
的
経
済
単
位
郎
も
凡
て
の
人
民
の
上
に
立
ち
其
財
産
に
つ
き
各
人
に
直
接
の
用
益
揃
維
を
奥
へ
た
る
も
の
さ
甚
相
異
せ
り
。
又
決
し
て
個
々
人
の
総
計
さ
同
じ
か
ら
十
蓋
し
図
家
は
個
々
人
に
謝
し
一
一
特
別
の
個
人
ざ
し
て
立
ち
特
別
の
慾
望
を
有
し
之
が
充
足
の
た
め
に
特
別
の
経
済
を
鋒
み
以
て
其
領
域
上
に
存
す
る
諸
経
済
単
位
ご
並
び
且
其
上
に
一
の
濁
立
せ
る
経
済
問
単
位
を
成
す
な
り
。
図
家
は
此
等
諸
経
済
草
位
の
縫
限
印
相
互
の
権
限
を
定
む
。
か
く
て
相
互
の
関
係
に
つ
き
国
家
じ
よ
り
保
護
せ
ら
る
、
所
の
漸
次
小
な
る
制
御
立
の
経
済
皐
位
後
生
し
行
き
遂
に
此
経
済
的
崩
壊
、
過
程
は
男
女
及
其
結
令
よ
b
生
体
」
る
子
よ
b
成
る
所
の
家
族
に
到
達
す
る
な
b
而
て
往
時
の
家
族
共
産
組
織
さ
異
L
り
て
之
に
属
す
る
個
々
人
の
特
殊
の
経
済
的
純
国
は
絵
律
上
認
め
あ
る
も
の
ご
す
。
き
れ
ば
経
済
単
位
の
後
展
は
金
陸
よ
り
個
々
へ
の
経
路
を
さ
れ
り
、
断
じ
て
其
逆
に
あ
ら
ざ
る
な
b
o
経
済
草
位
さ
L
て
の
個
人
は
後
展
の
蛍
初
じ
存
せ
守
し
て
後
展
の
最
後
に
存
す
、
さ
れ
J
Y
」
制
御
立
自
存
に
あ
ら
?
し
て
其
上
じ
立
つ
経
済
鼠
位
た
る
闘
家
に
よ
り
制
限
さ
れ
保
護
さ
れ
助
長
せ
ら
る
、
も
の
な
り
o
而
て
如
土
の
会
後
展
過
程
を
喚
起
し
自
己
の
後
展
上
逆
に
此
後
展
過
程
に
よ
り
影
響
せ
ら
る
、
も
の
は
商
業
な
り
ご
す
J
此
事
買
を
洞
貌
せ
ん
が
結
局
に
予
は
凡
て
の
経
済
単
位
を
初
め
よ
h
今
日
に
至
る
ま
で
調
外
上
封
内
上
支
配
す
る
阪
の
原
理
に
つ
き
数
一
一
一
ロ
せ
e
さ
る
べ
か
ら
や
J
O
嘗
時
の
後
展
階
段
に
於
り
る
経
済
単
位
の
'
如
何
な
る
も
の
た
る
さ
を
悶
は
十
凡
そ
各
経
済
車
位
は
濁
外
上
は
常
に
自
利
主
義
を
以
て
支
配
せ
ら
る
而
て
其
自
利
主
義
た
る
、
こ
の
上
に
立
つ
高
絞
経
済
草
位
が
之
に
限
界
を
附
せ
ざ
る
限
b
無
制
限
な
る
も
の
な
b
o
郎
他
の
経
済
単
位
に
相
劃
す
る
や
常
に
無
限
の
財
貨
量
を
求
む
る
な
O
 
L
H
J
 
経
済
車
位
の
概
念
さ
其
嬰
怒
三
四
一
商
業
さ
経
済
三
四
二
然
る
に
経
済
軍
位
の
内
部
に
於
て
は
異
れ
り
。
有
も
多
数
人
相
集
て
一
一
経
済
草
位
を
成
す
所
又
其
限
り
に
於
て
各
人
相
互
の
関
係
は
観
慮
返
巡
な
き
自
利
の
主
張
に
由
て
定
め
ら
れ
十
し
て
権
威
ご
慣
習
に
白
て
定
め
ら
る
然
る
に
従
来
一
経
済
草
位
の
下
に
相
結
合
せ
ら
れ
た
る
者
が
濁
立
の
経
済
輩
位
さ
化
す
る
に
従
て
初
め
よ
り
外
部
に
謝
す
る
経
済
草
位
の
態
度
を
支
配
し
た
り
し
原
理
が
彼
等
相
互
の
関
係
に
も
標
準
ど
な
る
に
至
る
、
印
可
成
最
大
の
利
盆
追
求
之
な
り
。
一
経
済
が
自
足
的
封
鎖
的
な
ら
ざ
る
に
至
る
や
印
ち
他
ご
柏
交
る
に
至
る
や
忽
ち
此
縫
化
を
生
子
、
而
で
-
}
れ
商
業
に
由
て
起
る
な
り
。
民
族
種
族
氏
族
が
経
済
単
位
た
る
問
に
は
其
内
部
に
て
は
商
業
存
せ
ざ
り
さ
。
マ
Y
ク
図
陸
グ
y
y
v
へ
Y
ジ
ャ
ブ
ト
及
之
に
従
へ
る
村
落
闘
能
内
部
に
τも
同
じ
ο
個
々
人
の
慾
望
は
印
間
半
位
の
慾
望
な
り
き
0
・
間
半
位
は
各
人
が
奮
慣
に
白
て
受
く
可
き
所
を
定
め
た
り
。
会
員
の
僅
少
な
る
慾
望
は
自
足
的
経
済
内
に
て
充
足
せ
ら
れ
た
る
も
の
さ
す
。
商
業
は
縫
に
他
の
経
済
草
位
に
属
す
る
者
が
偶
々
財
貨
を
携
て
・
来
る
に
於
て
生
じ
た
り
彼
等
は
此
財
貨
を
以
て
新
慾
望
を
喚
起
し
以
て
彼
等
の
望
む
も
の
を
獲
得
せ
ん
さ
せ
し
な
b
。
印
ち
、
こ
れ
ア
ェ
子
守
ア
人
希
臓
人
羅
馬
人
が
原
始
的
な
る
プ
i
y
、
グ
Y
7
y
の
民
族
さ
商
業
関
係
を
結
び
又
ジ
リ
ャ
、
猶
太
の
商
人
が
メ
ロ
ク
キ
Y
グ
Y
、
力
ロ
y
y
グ
Y
時
代
の
大
領
主
さ
資
し
た
る
時
点
局
せ
る
所
叉
、
今
日
に
於
て
も
未
開
民
族
種
放
さ
の
交
易
に
際
し
て
吾
人
の
現
に
行
へ
る
所
た
り
う
然
る
に
外
人
は
印
、
こ
れ
敏
な
b
き
。
索
芝
、
外
人
さ
の
交
迩
は
只
戦
争
的
な
b
し
な
り
。
自
己
の
彼
よ
り
強
大
な
る
を
戚
じ
、
彼
の
土
地
の
白
額
よ
り
肥
沃
な
ら
ん
か
報
も
之
が
奪
取
を
企
τた
b
o
設
に
於
て
か
ツ
キ
デ
キ
デ
只
の
記
す
る
が
如
〈
肥
沃
を
以
て
聞
こ
へ
た
る
希
般
の
土
地
が
初
め
度
々
住
民
を
麓
へ
た
る
の
J
事
賞
あ
る
な
り
P
若
し
夫
れ
彼
を
駆
逐
す
る
こ
さ
を
得
ぎ
ら
ん
か
諏
も
海
陸
の
侵
零
を
敢
て
せ
勺
、
ツ
キ
デ
ナ
デ
ス
は
海
演
の
希
臓
人
が
初
め
海
賊
を
営
み
又
、
大
陸
に
て
相
互
に
掠
奪
を
錯
し
た
る
を
記
す
。
こ
れ
等
掠
奪
は
強
者
、
領
主
の
指
揮
の
下
に
行
は
れ
た
る
所
以
の
も
の
は
蓋
し
彼
等
自
己
の
私
腹
金
肥
さ
ん
ご
し
或
は
其
従
属
者
に
糧
.
食
を
供
せ
ん
さ
欲
し
た
り
し
な
り
。
此
穏
の
手
仕
事
を
以
て
其
主
要
生
計
を
支
ふ
る
も
何
等
之
を
恥
ざ
す
る
所
な
か
b
き
。
加
之
、
上
越
の
如
く
グ
Y
マ
ン
人
に
て
は
戦
争
が
最
初
の
組
織
的
鼠
利
法
な
り
し
を
見
る
。
且
中
世
紀
を
通
じ
て
倫
戦
争
は
蔵
利
行
結
局
ざ
し
て
存
し
た
b
。
然
る
に
外
人
が
自
己
守
防
備
す
る
こ
ご
能
は
ぎ
る
時
は
戦
争
的
交
通
に
代
っ
て
商
業
が
行
は
る
、
に
至
る
。
交
換
の
行
は
る
べ
き
市
場
は
勃
奥
せ
b
o
市
場
は
特
殊
の
紳
の
保
護
の
下
に
置
か
れ
た
b
。
さ
れ
dE
十
五
頁
に
既
に
述
べ
た
る
如
く
市
場
に
て
は
槍
さ
内
側
ご
を
以
て
外
人
に
相
濁
せ
十
さ
は
一
宮
へ
外
人
は
常
に
敵
な
り
。
従
て
外
人
さ
の
財
の
交
換
は
慣
習
に
よ
ら
子
し
て
臨
機
最
大
の
利
盆
を
得
ん
ご
す
る
努
力
に
て
支
配
せ
ら
れ
た
り
。
中
立
の
市
場
を
保
護
し
た
る
紳
は
マ
l
キュ
l
Y
郎
使
者
.
商
人
、
盗
賊
の
一
脚
た
b
d
此
の
交
易
上
外
人
を
欺
き
陥
入
る
こ
さ
は
恥
辱
に
あ
ら
干
し
て
却
て
之
が
蹴
着
は
道
徳
ご
し
て
通
用
せ
り
。
文
化
低
き
凡
て
の
諸
園
民
の
非
常
な
る
不
正
直
は
之
さ
関
聯
せ
る
も
に
し
て
商
業
上
の
一
方
の
利
盆
は
他
方
の
損
失
を
起
き
十
し
て
は
不
可
能
な
る
そ
数
へ
で
数
父
が
商
業
を
蔑
視
し
た
h
し
も
亦
之
さ
関
聯
せ
り
ざ
す
。
r
か
〈
て
経
済
生
活
上
可
成
的
最
大
の
利
益
貫
現
の
努
力
は
初
め
外
人
ご
の
平
和
的
商
業
取
引
に
於
て
起
れ
b
J
さ
れ
JE
此
原
理
は
・
倫
闘
民
経
済
が
主
ざ
し
て
自
己
の
慾
望
に
謝
し
て
の
み
生
産
し
た
る
問
は
謝
外
商
業
の
経
済
阜
位
の
概
念
さ
宜
(
旋
迩
三
四
三
商
業
さ
経
済
三
四
四
範
固
に
限
れ
b
。
業
問
、
内
閣
の
商
業
、
交
通
、
工
業
、
農
業
仁
於
て
は
権
威
ε慣
習
の
支
配
す
る
こ
さ
依
然
た
り
。
例
へ
ば
中
世
の
商
人
が
都
市
人
よ
り
取
り
得
ぺ
き
債
格
は
官
窓
に
由
て
規
定
せ
ら
れ
た
り
。
都
市
は
中
世
紀
に
於
て
も
倫
一
の
経
済
鼠
・
位
を
成
し
都
市
人
は
劉
外
上
一
一
総
陸
ざ
し
て
観
念
し
た
る
じ
止
ら
十
内
部
に
於
て
も
相
互
密
接
な
る
関
係
を
成
せ
b
。
外
人
郎
-
政
に
し
て
商
業
路
甚
だ
不
良
に
此
上
の
生
命
財
産
が
危
険
な
り
し
嘗
時
に
於
て
中
世
紀
の
商
人
は
商
業
上
の
一
陣
待
を
単
狩
に
て
除
去
す
る
-
』
ご
能
は
宇
、
且
秩
序
を
立
つ
ぺ
き
凶
様
な
か
b
し
を
以
て
商
人
は
自
己
の
利
盆
擁
護
を
共
同
に
行
へ
b
o
組
合
組
織
を
以
て
彼
等
は
自
己
の
飯
主
、
外
図
領
主
の
座
制
に
濁
し
擁
護
の
道
を
講
じ
た
り
。
就
中
、
一
般
旅
行
の
穣
次
で
身
陸
生
命
財
貨
の
安
全
、
相
互
の
紛
争
に
際
し
て
の
自
己
裁
剣
様
、
専
断
の
淡
牧
に
設
す
る
保
護
、
過
重
専
断
の
枕
金
の
兎
除
を
究
め
た
り
。
此
種
枕
金
に
代
り
て
商
人
を
統
合
せ
る
図
陸
、
換
一
一
一
一
目
す
れ
ば
初
め
に
ギ
Y
F
次
で
ギ
Y
F
が
都
市
に
指
導
的
勢
力
を
振
ふ
に
至
り
て
よ
り
は
都
市
が
包
括
稔
を
支
那
ふ
ニ
さ
〉
な
れ
b
。
個
々
商
人
の
経
済
単
位
の
上
に
は
高
級
経
済
車
位
ざ
し
て
ギ
Y
ド
起
hJ
次
で
コ
ミ
ュ
1
ン
、
都
市
起
れ
り
、
ギ
Y
V
後
に
は
都
市
は
都
市
に
於
け
る
商
業
経
管
じ
損
す
る
穣
能
の
所
有
者
な
り
き
。
個
々
商
人
は
只
都
市
に
一
属
す
る
の
理
由
に
由
て
の
み
之
に
謝
す
る
権
利
を
有
せ
り
。
然
る
に
ギ
Y
V
及
都
市
の
経
済
政
策
は
二
重
な
b
き
。
印
其
従
属
者
相
互
間
の
関
係
に
関
す
る
封
内
三
外
人
に
謝
す
る
封
外
に
由
、
・
9
異
り
た
る
も
の
な
り
。
雨
関
係
に
於
て
共
原
理
は
凡
て
の
経
済
車
位
の
原
理
な
り
き
。
封
外
上
そ
は
可
成
最
大
の
利
潤
を
究
め
た
り
従
て
他
所
他
闘
に
於
け
る
販
寅
仏
外
購
入
に
つ
き
可
成
利
盆
ゐ
る
特
ス
タ
ヅ
ベ
ル
レ
巳
ト
穫
を
求
め
ん
ざ
し
之
に
反
し
内
閣
商
人
の
利
盆
の
忽
に
関
市
穫
を
得
ん
さ
努
め
更
に
食
料
品
特
に
穀
物
並
に
工
業
原
料
を
可
成
低
廉
に
給
せ
ん
さ
し
従
て
之
が
聡
迭
を
容
易
な
ら
し
め
ん
ざ
努
め
た
り
し
な
り
。
さ
れ
ば
都
市
民
に
あ
ら
ざ
る
者
は
そ
の
、
他
都
市
の
商
人
た
り
又
は
領
主
た
b
賂
た
農
夫
た
る
さ
を
問
は
や
こ
れ
よ
り
食
料
品
或
は
工
業
口
問
ケ
買
ふ
時
は
唱
}
れ
外
人
に
し
て
之
に
劃
す
る
関
係
は
権
威
さ
慣
習
に
由
L
り
定
め
ら
れ
子
可
成
最
大
の
利
潤
追
求
が
原
理
を
成
せ
り
。
他
都
市
さ
の
戦
争
に
嘗
り
で
は
之
に
謝
す
る
商
業
禁
止
が
行
は
れ
た
る
こ
芯
云
ふ
ま
で
も
な
し
。
之
に
反
し
、
ギ
Y
ド
所
属
者
相
互
の
関
係
は
権
威
ε慣
習
に
由
て
定
め
ら
れ
従
て
各
，
 
人
応
分
の
「
釘
前
γ見
出
す
て
ふ
概
念
が
支
配
的
な
り
し
も
の
ご
す
。
設
に
於
て
か
各
自
の
匁
し
得
可
き
行
忽
に
厳
密
の
制
限
が
附
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
手
工
業
者
の
ギ
Y
ド
に
就
て
も
亦
全
く
同
一
な
り
。
手
工
業
経
鋒
に
劃
す
る
権
能
を
有
す
る
も
の
は
個
々
人
に
あ
ら
や
し
て
ヅ
Y
プ
ト
な
り
、
こ
れ
郎
経
済
車
位
た
り
。
個
々
人
が
工
業
経
俸
に
権
利
を
有
す
る
は
ヅ
シ
フ
ト
に
属
す
る
理
由
に
由
て
の
み
且
つ
ヅ
シ
フ
ト
に
附
せ
る
傑
件
の
下
に
於
て
の
み
然
る
な
り
。
外
部
に
謝
し
て
は
ヅ
ジ
プ
ト
は
可
成
最
大
の
利
盆
質
現
の
努
力
な
以
て
精
神
さ
す
。
茶
目
標
は
可
成
最
大
の
特
擦
な
り
進
ん
で
強
制
擦
な
り
濁
占
な
り
o
援
に
於
て
か
他
都
市
生
産
の
工
業
製
品
の
総
入
を
禁
じ
内
閣
手
工
業
者
が
其
工
業
経
営
の
た
め
に
必
要
ざ
す
る
原
料
の
総
出
を
禁
じ
又
各
工
業
に
詐
さ
る
〉
活
動
に
厳
密
の
限
界
を
附
す
る
に
至
る
。
同
一
工
業
ヤ
勝
目
h
u
者
は
凡
て
吋
J
Y
ア
ト
に
入
ら
ぎ
る
可
か
ら
十
之
に
一
層
せ
ぎ
る
者
は
何
人
も
其
経
営
を
許
さ
れ
歩
。
内
部
に
封
し
て
は
ヅ
ン
フ
ト
は
会
組
合
員
を
一
家
族
の
如
く
包
擁
し
彼
等
相
互
の
関
係
争
』
之
に
従
て
規
定
す
る
に
於
て
業
経
済
単
位
た
る
性
質
を
表
は
せ
り
。
葉
原
理
は
ギ
Y
ド
ロ
貝
悶
の
競
争
を
排
す
る
に
ゐ
り
郎
、
M
W
働
時
間
を
制
限
し
休
業
の
規
定
を
ゑ
し
耀
下
げ
耀
上
げ
の
禁
一
不
を
殺
し
各
組
合
員
は
他
の
者
の
材
料
購
入
に
加
経
済
皐
位
の
概
念
さ
宜
(
琵
怨
一
ニ
四
五
商
業
さ
経
済
四
六
携
す
る
の
権
利
あ
る
を
定
め
た
b
。
又
徒
弟
の
数
を
制
限
し
組
合
員
に
は
度
々
原
料
さ
労
働
用
具
を
奥
へ
販
貢
の
場
所
時
間
を
規
定
し
炭
告
を
禁
じ
債
格
を
定
め
た
り
。
生
産
、
過
程
は
権
威
さ
慣
習
ど
を
基
礎
乏
し
親
方
仲
間
の
関
係
亦
同
じ
。
括
言
す
れ
ば
何
れ
の
関
係
に
於
て
も
工
業
経
営
は
自
由
な
ら
ざ
り
し
な
り
J
手
工
業
に
属
す
る
各
人
は
業
生
計
h
y
得
ん
が
た
め
業
時
間
さ
財
産
争
消
費
す
る
の
白
由
含
有
せ
子
。
農
業
に
於
け
~
る
又
全
く
之
れ
に
同
じ
。
農
業
は
買
に
業
技
術
の
幾
百
年
の
長
き
持
鈍
化
せ
5
り
し
経
済
経
営
た
り
。
経
済
草
位
乏
し
て
吾
人
は
グ
y
y
ド
へ
Y
ジ
ャ
ブ
ト
を
見
、
之
に
属
せ
る
小
作
人
は
下
級
の
経
済
車
位
を
成
せ
b
o
外
部
に
濁
し
て
は
グ
y
y
ド
へ
Y
ジ
ャ
ブ
ト
は
返
巡
す
る
所
な
く
自
己
の
利
盆
を
主
張
す
。
其
小
作
人
さ
の
関
係
は
小
作
人
の
身
分
に
白
て
定
れ
り
、
詳
言
す
れ
ば
そ
の
自
白
人
た
る
か
竿
自
由
人
た
る
か
終
た
下
っ
て
奴
隷
た
る
か
に
由
て
定
ま
れ
り
。
各
人
の
領
主
に
劃
す
る
納
税
は
法
律
上
定
め
ら
る
。
さ
れ
ざ
此
慮
に
亦
顕
著
な
る
標
準
あ
り
、
古
ア
イ
Y
-フ
y
v
の
法
律
に
は
お
の
]
内
i
月
三
郎
外
因
種
族
に
屈
す
る
者
よ
り
徴
せ
ら
る
冶
可
成
最
大
の
攻
穫
に
感
性
る
賃
料
さ
同
種
族
に
属
す
る
者
よ
り
徴
せ
ら
る
¥
A
低
き
賃
料
さ
の
間
に
注
目
す
べ
き
区
別
あ
る
を
見
る
J
同
様
に
吾
人
は
到
る
庭
、
従
属
者
の
納
附
す
ぺ
き
も
の
が
彼
等
の
被
征
服
外
部
種
族
の
子
孫
な
る
か
賂
た
種
族
員
さ
し
て
優
良
の
権
利
を
分
有
せ
る
か
に
従
ひ
相
異
ゐ
る
を
見
る
な
り
、
由
是
観
之
、
蛍
初
よ
b
経
済
間
半
位
は
二
原
理
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
る
。
郎
外
部
に
謝
す
る
行
動
に
於
て
は
可
成
最
大
の
利
盆
寅
現
印
無
限
の
宮
古
力
の
追
求
之
が
原
理
た
h
。
其
分
子
相
互
の
関
係
に
於
て
は
従
属
者
各
自
じ
美
地
位
三
楼
利
に
従
て
生
計
支
持
に
不
可
侠
な
b
ご
せ
ら
る
〉
も
の
を
奥
ふ
る
の
見
地
よ
り
す
る
権
威
さ
慣
習
が
支
配
的
な
り
し
も
の
さ
す
。
一
経
済
草
位
の
分
子
相
互
の
内
部
関
係
を
支
配
し
た
る
か
1
A
る
原
理
に
は
経
済
車
位
の
崩
壊
す
る
程
度
に
臨
応
じ
て
縫
化
を
生
じ
水
ゆ
る
も
の
な
る
が
此
縫
化
た
る
先
づ
自
然
経
済
よ
り
市
場
相
手
の
経
済
へ
の
援
化
行
は
れ
次
で
生
産
物
を
寅
る
ぺ
き
市
場
の
事
情
に
或
愛
化
の
後
生
す
る
程
度
に
従
て
生
十
。
一
国
民
経
済
が
他
の
図
民
経
済
に
於
け
る
販
路
の
た
め
財
貨
の
生
産
密
行
ふ
の
程
度
に
応
じ
て
そ
は
市
場
の
事
情
に
従
属
す
る
に
至
る
も
の
に
し
て
市
場
に
於
け
る
自
由
競
守
の
後
生
す
る
皮
合
に
従
て
可
成
最
大
の
利
潤
追
求
に
よ
り
支
配
せ
ら
る
J
外
図
版
路
は
初
め
偶
然
不
規
則
な
る
も
の
な
り
。
然
る
に
漸
次
、
前
述
の
特
模
さ
濁
占
さ
ぞ
基
礎
ご
し
て
規
則
的
の
商
業
関
係
は
殺
生
せ
b
J
近
代
図
家
の
後
長
を
始
む
ろ
に
至
っ
て
や
園
家
は
内
部
に
於
て
個
人
を
中
世
紀
的
拘
束
よ
b
解
放
し
外
部
に
謝
し
て
は
外
人
に
附
奥
さ
れ
ゐ
た
る
凡
て
の
特
擦
を
廃
止
し
英
国
民
の
自
由
な
る
勢
力
後
揮
を
周
り
た
り
、
か
く
て
各
図
商
人
が
従
来
外
図
各
市
場
に
振
ひ
た
る
支
配
擦
に
代
、
り
て
活
気
横
溢
の
競
争
は
生
じ
菅
に
他
の
園
又
は
他
の
都
市
の
商
人
ど
の
み
に
あ
ら
宇
従
来
或
程
度
ま
で
彼
等
ぞ
結
合
し
て
一
の
経
済
車
位
ご
な
し
ゐ
た
る
奮
ギ
Y
F
佼
帯
の
崩
壊
に
従
て
相
互
間
の
競
争
な
す
ら
生
る
に
至
り
た
り
。
ギ
y
r・
俊
帯
の
崩
壊
は
外
国
商
業
が
重
要
の
皮
を
加
ふ
る
に
従
っ
て
既
に
早
〈
よ
り
起
れ
、
・
9
3
都
市
商
人
が
其
一
人
の
犯
罪
債
務
に
謝
し
貢
を
負
ふ
こ
さ
の
摩
れ
た
る
は
其
一
詮
ざ
す
。
外
図
市
場
に
於
け
る
か
k
A
る
競
争
は
内
部
経
済
生
活
に
一
の
反
作
用
を
及
ぼ
す
。
可
成
最
大
の
利
潤
追
求
が
生
産
物
の
奴
寅
を
支
配
す
べ
く
ん
ば
又
生
産
に
就
て
も
同
様
な
ら
ざ
る
や
~
得
子
。
か
く
て
図
民
経
済
の
領
域
も
相
次
で
其
影
響
を
被
り
到
る
彪
古
経
済
鼠
位
の
存
続
を
破
る
に
至
る
印
業
分
子
は
従
来
課
さ
れ
ゐ
た
る
拘
束
よ
り
股
し
権
威
ご
慣
習
は
彼
等
相
互
の
関
係
を
規
定
す
る
こ
ご
を
止
め
之
に
代
っ
て
可
成
最
大
の
利
潤
迫
求
現
れ
経
済
皐
位
の
概
念
さ
其
麓
怒
三
四
七
商
業
さ
経
済
三
四
八
一
菅
に
分
配
の
み
な
ら
?
財
貨
の
生
産
消
費
の
決
定
を
左
右
す
。
商
人
が
外
図
市
場
に
で
獲
る
所
の
債
格
が
競
争
の
結
局
に
低
下
せ
ら
れ
ん
か
、
印
ち
彼
等
は
内
閣
生
産
者
に
従
来
の
債
格
な
支
梯
ふ
能
は
，
さ
る
の
立
場
に
あ
る
な
り
。
生
産
物
は
従
て
低
廉
に
生
産
さ
れ
ざ
る
可
か
ら
ぎ
る
に
至
る
。
か
く
て
様
成
さ
憤
脅
さ
を
以
て
生
産
を
規
定
す
る
こ
ご
不
可
能
ご
な
b
可
成
最
少
の
費
胤
を
以
て
可
成
多
く
を
獲
得
せ
ん
ご
す
る
の
努
力
が
之
に
代
っ
て
経
済
生
活
の
支
配
を
震
す
に
至
れ
る
な
り
。
新
原
理
は
先
づ
第
一
に
内
閣
商
取
引
特
に
貸
金
の
規
定
に
於
て
行
は
る
o
最
初
は
す
べ
て
の
民
族
に
於
て
同
級
族
同
の
利
子
取
得
は
巧
5
F
2
ざ
し
て
禁
止
さ
れ
た
り
。
中
世
紀
に
於
て
基
督
教
徒
が
同
宗
徒
よ
り
利
子
守
ご
る
こ
ご
は
禁
壱
ら
れ
た
る
が
他
宗
徒
よ
b
取
得
す
る
こ
さ
は
妨
げ
や
叉
狛
太
人
が
基
皆
殺
徒
よ
り
取
る
こ
ご
も
同
様
に
詐
さ
れ
ぬ
た
b
o
而
し
て
商
人
に
就
て
は
商
取
引
の
議
歩
し
来
る
に
連
れ
-
}
れ
亦
忍
ば
ぎ
る
能
は
子
。
次
で
吾
入
は
可
成
最
大
の
利
潤
追
求
を
表
臓
ざ
す
る
商
人
が
古
河
も
利
潤
の
望
み
あ
る
商
品
に
は
其
取
引
を
慌
張
し
か
く
て
「
生
計
」
の
安
岡
の
局
に
商
業
経
俸
に
お
す
る
各
人
の
権
利
を
其
ギ
Y
ド
に
特
定
の
商
品
に
限
り
た
る
宮
家
の
制
度
さ
衝
突
す
る
な
見
る
。
一
見
に
進
ん
で
工
業
が
英
生
産
販
貞
に
つ
き
初
め
園
内
的
次
で
閥
際
的
競
争
の
下
に
立
つ
に
及
ぶ
や
従
来
権
威
さ
慣
習
さ
が
工
業
経
営
に
認
し
ゐ
た
る
限
界
は
最
早
支
持
す
べ
か
ら
?
ο
最
低
費
用
も
て
生
産
せ
ん
ざ
す
る
努
力
の
結
果
、
滋
に
一
新
技
術
起
る
則
、
官
憲
ご
慣
習
に
よ
る
・
努
働
俊
件
の
一
規
定
は
廃
せ
ら
れ
法
律
的
規
定
に
よ
る
土
日
時
の
峨
労
働
放
態
に
代
っ
て
各
自
英
利
盆
を
極
端
に
利
用
せ
ん
さ
努
力
せ
る
自
白
人
相
互
間
の
契
約
を
基
礎
ご
す
る
般
労
働
放
態
後
生
す
。
ー
最
後
に
最
保
主
的
な
る
経
済
経
勝
目
た
る
農
業
も
亦
此
例
に
洩
れ
争
。
各
経
後
が
自
己
自
身
に
謝
す
る
問
は
権
威
さ
慣
習
が
絶
謝
に
支
配
す
。
然
る
に
領
域
が
孤
立
せ
ざ
る
じ
至
る
や
事
情
に
滋
化
ケ
生
十
o
都
市
の
勃
興
さ
共
に
農
産
物
に
謝
す
る
市
場
勃
起
せ
h
J
O
滋
に
於
て
か
股
穫
の
一
部
分
は
規
則
的
に
販
質
せ
ら
る
〉
に
至
る
O
A
1
や
大
地
域
相
手
の
勘
定
は
始
ま
れ
る
な
h
'
C
各
土
地
は
慣
習
上
年
放
幾
英
な
る
か
を
確
知
し
之
さ
得
ら
れ
た
る
年
吹
さ
を
比
較
し
以
て
経
後
上
の
或
都
の
越
化
が
或
は
牧
穫
を
増
加
し
費
用
を
超
過
す
る
徐
剰
額
大
な
る
を
致
さ
H
Y
る
や
さ
考
慮
し
此
目
的
の
銭
に
物
品
約
三
勤
労
は
貨
僻
地
代
さ
質
解
支
梯
の
労
働
者
に
代
へ
ら
る
〉
な
り
。
然
る
に
賃
銀
上
騰
し
初
め
た
る
黒
死
病
蛍
時
以
後
身
分
法
が
行
は
れ
た
り
。
慣
習
上
般
労
働
者
に
奥
へ
ら
る
〉
賃
銀
が
法
律
上
標
準
さ
せ
ら
れ
之
ご
荷
も
相
違
す
れ
ば
刑
罰
伝
説
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
然
る
に
交
通
後
達
す
る
さ
共
に
自
己
の
要
額
丈
の
生
産
ケ
局
し
符
ゴ
る
閣
に
向
っ
て
規
則
的
に
穀
物
を
送
る
こ
さ
な
得
る
に
至
れ
り
。
か
く
て
奮
時
の
封
建
的
組
織
に
代
っ
て
農
業
上
資
本
主
義
的
組
織
が
愈
々
傍
揺
ケ
始
h
u
o
市
場
相
手
の
生
産
の
結
果
ざ
し
て
農
業
経
営
は
可
成
最
大
の
利
潤
追
求
に
支
配
せ
ら
る
。
農
業
上
の
賃
銀
は
最
も
長
く
不
動
放
態
に
在
り
し
が
遂
に
は
農
地
労
働
市
場
に
も
競
争
が
戚
知
せ
ら
れ
労
働
賃
銀
を
慣
習
以
上
に
騰
貴
せ
し
な
J
か
く
て
外
国
市
場
ぎ
の
接
簡
に
従
て
生
じ
た
る
販
寅
上
の
競
争
は
経
済
生
活
の
各
方
面
に
於
て
奮
経
済
車
位
の
崩
壊
を
将
来
す
。
凡
て
の
方
面
に
於
て
権
威
さ
憤
初
日
の
勢
力
は
消
滅
し
以
て
可
成
最
大
の
利
潤
追
求
が
一
般
ざ
な
り
今
日
の
放
態
は
之
を
基
礎
ざ
す
る
が
故
に
遂
に
人
は
一
見
す
べ
て
の
経
済
に
例
外
な
し
に
又
永
久
に
通
用
す
る
経
済
の
本
則
ご
し
て
可
成
長
少
の
費
用
を
以
て
可
成
完
全
に
淡
の
慾
望
を
充
せ
ざ
務
す
る
に
至
れ
る
経
済
単
位
の
概
念
さ
並
(
鐙
怒
三
四
九
商
業
主
経
済
三
五
O
な
b
。
直
行
に
果
し
て
此
原
理
は
永
久
的
な
る
も
の
や
に
闘
し
上
越
せ
る
所
は
咽
』
れ
古
く
よ
り
然
、
・
9
し
に
あ
ら
ゴ
る
を
一
不
す
、
又
今
日
に
於
t
も
倫
無
例
外
に
経
済
生
活
を
支
配
す
る
も
の
に
あ
ら
子
、
絡
調
的
に
通
用
す
る
は
今
日
/
さ
で
も
品
川
世
界
市
場
に
従
属
せ
る
経
済
に
於
て
の
み
。
共
他
の
場
合
に
は
今
日
も
倫
例
外
が
同
様
に
行
は
る
〉
も
の
に
し
て
特
に
消
費
者
が
小
頁
人
ご
取
引
す
る
際
又
は
経
済
的
不
敏
の
結
果
、
或
は
赴
曾
的
観
念
じ
よ
り
他
の
行
動
が
等
首
一
す
ペ
し
さ
さ
る
〉
に
よ
り
将
た
、
経
済
の
視
結
以
上
に
技
術
の
税
黙
を
重
ん
や
る
然
、
或
は
変
他
的
動
機
さ
倫
理
的
見
地
よ
り
然
る
こ
さ
あ
る
な
b
。
さ
れ
ざ
此
等
の
例
外
は
経
済
の
本
則
が
今
日
経
済
生
活
を
支
配
す
る
事
震
に
何
等
の
滋
夏
を
及
す
も
の
に
あ
ら
や
'o
加
之
、
貨
幣
経
済
の
作
用
の
下
に
奮
一
此
合
制
度
の
根
抵
、
印
家
長
の
権
威
に
よ
り
規
定
さ
る
、
家
族
員
の
共
産
般
は
個
人
的
家
族
よ
り
跡
を
断
ち
っ
、
ゐ
る
な
bο
例
へ
ば
該
に
現
代
の
一
労
働
者
家
族
を
児
な
に
父
母
、
二
人
の
率
一
童
三
既
に
般
労
働
せ
る
十
七
歳
の
少
女
さ
既
に
普
通
の
労
働
に
従
事
せ
る
十
入
歳
の
少
年
よ
り
成
る
ご
仮
定
す
。
父
は
一
週
二
十
五
麻
克
、
妻
は
洗
濯
女
ご
し
て
一
週
七
乃
至
九
麻
克
、
二
人
の
率
一
霊
は
未
だ
牧
入
な
く
之
に
反
し
十
七
歳
の
少
女
は
少
傾
な
が
ら
股
入
あ
り
十
八
歳
の
少
年
は
既
に
多
く
の
所
得
を
待
つ
〉
あ
り
ご
す
3
而
し
て
全
部
が
合
居
す
る
ご
限
定
す
る
に
生
計
の
費
用
は
父
の
股
入
に
妻
及
小
供
の
輿
ふ
る
も
の
を
合
算
し
て
充
嘗
せ
ら
る
。
必
要
に
際
し
て
は
此
総
牧
入
は
各
種
の
負
債
租
税
或
は
罰
金
に
も
向
け
ら
る
〉
も
の
な
り
。滋
に
吾
人
は
夫
妻
さ
其
結
合
に
よ
り
生
守
る
子
供
さ
ケ
以
て
成
る
経
済
車
位
ご
し
て
の
家
族
を
見
る
こ
さ
依
然
た
り
。
さ
れ
ピ
こ
れ
決
し
て
此
際
に
於
け
る
唯
一
の
経
済
箪
位
に
あ
ら
子
。
家
族
の
経
済
車
位
を
外
部
に
お
し
て
代
表
し
其
従
属
者
全
部
の
慾
望
を
自
己
の
慾
望
さ
同
じ
く
充
足
す
べ
き
父
を
外
に
し
て
備
新
民
治
に
由
て
自
ら
歳
得
し
た
る
す
べ
て
の
も
の
に
謝
す
る
濁
立
の
底
分
権
を
有
す
る
妻
を
見
、
又
自
己
ω蔵
得
し
た
る
金
額
を
提
供
す
る
十
七
歳
の
少
女
さ
終
り
に
宿
泊
料
ご
し
て
一
定
額
を
支
梯
ひ
倫
残
部
は
自
ら
取
得
し
消
費
す
る
十
八
年
の
少
年
を
見
る
o
此
少
年
は
恐
ら
く
又
芸
家
計
に
お
し
奥
ふ
る
所
が
過
多
に
失
せ
子
や
賂
た
-
』
れ
よ
り
低
廉
な
る
宿
所
他
に
存
せ
ぎ
る
や
を
考
慮
せ
る
な
る
べ
し
。
然
る
時
此
庭
に
五
口
人
は
父
の
経
済
草
位
を
外
に
し
て
家
族
内
に
妻
さ
十
八
歳
の
息
を
見
る
な
り
。
白
是
観
之
.
夫
に
謝
し
て
妻
の
特
殊
財
産
さ
雨
親
に
濁
す
る
子
の
特
殊
財
産
は
既
に
認
め
ら
れ
た
る
な
b
o
之
さ
伶
ふ
て
妻
さ
子
に
謝
す
る
家
長
の
権
限
は
制
限
せ
ら
れ
行
く
も
の
さ
す
。
さ
れ
ざ
如
上
の
妻
芭
子
の
解
放
を
可
能
な
ら
し
な
る
も
の
は
旭
先
の
同
一
営
基
礎
ご
せ
る
往
時
の
結
合
の
様
威
換
言
す
れ
ば
往
時
の
経
済
単
位
イ
シ
ヂ
ピ
ド
ウ
が
消
滅
す
る
の
程
度
に
従
で
同
一
地
域
に
居
住
す
る
凡
て
の
者
の
上
に
立
つ
に
走
れ
る
一
新
佃
陸
、
印
閤
家
之
な
り
。
妻
さ
子
は
夫
さ
父
に
お
し
近
代
立
法
に
由
h
漸
次
其
人
格
的
自
由
を
保
護
せ
ら
る
o
換
言
す
れ
ば
個
人
的
家
族
の
内
部
に
で
も
経
済
上
並
に
人
格
的
関
係
に
於
て
妻
ご
子
の
個
性
は
漸
次
承
認
さ
る
〉
の
皮
を
増
し
つ
〉
あ
b
、
信
時
の
家
族
共
産
陸
の
面
影
は
夫
三
妻
、
得
層
親
T
」
卑
属
親
さ
の
狭
小
な
る
扶
養
関
係
に
見
ら
る
る
に
過
ぎ
、
ぎ
る
な
b
o
経
済
車
位
の
概
念
さ
主
(
箆
選
三
五
一
